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は　じ　め　に

審査委員長・奈良大学学長　清　水　哲　郎

　悠久の時を経て、その歴史を今も刻み続けている古都奈良。古代日本の中心として栄えた
奈良には、当時の景観を今もなお目にすることができます。想像力をかきたてると、古代の
壮大なロマンが脳裏をかすめ、歴史の豊かさと、文化の香りを感じることができます。
　奈良大学のキャンパスは、このような奈良の地にあって、豊かな自然と歴史遺産・伝統文
化が息づく古都奈良全てが学びのフィールドとなっています。隣接する関西文化学術研究都
市では、新しい文化や新産業・最先端技術が次々と生み出されており、古代と最先端がクロ
スオーバーする地でもあります。
奈良大学には、現在文学部（国文学科・史学科・地理学科・文化財学科）と社会学部（心

理学科・総合社会学科）、さらに大学院（文学研究科・社会学研究科）および通信教育部が
置かれており、全国各地から多くの学生を迎えています。文学部では、古都奈良の歴史遺産
と伝統文化という本物の研究素材を目の前に、多様な教育・研究が展開され、図書館には15
万冊を超える文化財専門書がそろっており、日本屈指の歴史・文化財情報に関する知の拠点
として国内外から注目されています。
　今から10年前の2007年に、奈良大学は、多くの生徒にとっては「暗記科目」という印象が
強い歴史や地理に、暗記ではなく、自分たちで調べ、考え、真実を発見するなど、課題の発
見・解決に向けた主体的・協働的な学びを導入することで、歴史や地理を探究する醍醐味を
実感してほしいとの願いから「全国高校生歴史フォーラム」を企画・開催しました。幸い私
達の思いは、全国の高校生と、生徒の皆さんを指導しておられる先生方に届いて、準備期間
や周知が十分でなかったにもかかわらず全国の22校から72編の応募がありました。
その後、応募校数は2015年度に62校、また応募点数では2014年度に269編という最大値を

記録しています。過去11年間の平均では、参加校が43.4校、応募点数では111.5編となってお
り、嬉しいことにトレンド的には両者とも増加傾向を示しています。特に、2014年度からは
奈良県との共催となり、本フォーラムの社会的認知度も高まることとなりました。昨年度は

10周年という節目の年を迎え、参加校が43校、応募点数98編、今年度は参加校が57校、応募
点数が116編を数え、それぞれ若干増加いたしました。全国から選び抜かれた優秀校に４校
（５編）が、また佳作として５校が選ばれました。また、今年度から新設された奈良賞につ
きましては、残念ながら該当はありませんでした。
　全国歴史フォーラムの開催にあたり、ご尽力を賜りました皆さまに心から感謝申し上げる
とともに、ご指導にあたられた先生方と熱心に研究して応募された高校生の皆さんに、お礼
の言葉を申し上げます。選考の経緯と結果につきましては、講評をご参照ください。
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審 査 結 果 の 講 評

　全国高校生歴史フォーラムは、今年で11回目の開催となります。今回は57校の高校から
116編の応募がありました。いずれも皆さんの努力と熱意がこめられた力作が目白押しで、
その中から数を限って優秀作品を選び出すのはたいへん悩ましい作業でした。
　今回の応募作品は、近現代の日本史に関する研究が比較的多くを占めたように思います。
その要因の一つは、明治・大正・昭和といった比較的近い過去の歴史資料が高校生の皆さん
の身近なところにも豊富に残されているためでしょう。ただ、偶然身近にあった史料を整理
しただけでは、人の心に残るような作品にはなりません。皆さん自身がその史料に何を語ら
せたいのか、その時代の歴史的背景と重ね合わせて考えながら作業を進めてください。
　とくに、高校のクラブ等の研究成果の場合、過去の応募作品の焼き直しにならないように
気をつけていただきたいと思います。先輩・後輩間の世代を超えた共同作業も大切ですが、
それだけに縛られず、自分自身で見いだした新しい研究課題に取り組もうという挑戦的な姿
勢を忘れないでください。
　また、江戸時代以前や外国の歴史は、史料収集やその読解の困難さから、どうしても専門
性が高くなります。たとえ心ひかれるテーマがあっても、どうせ入賞は無理だからと諦めて
しまってはいませんか？高校生の皆さんにプロの研究者と競えとはいいません。大事なのは
研究課題に対する熱意と努力です。古代史・中世史、あるいは外国史でも、わかることは徹
底的に調べてやるという意気込みで力を尽くせば、入賞の可能性は十分にあります。
　とはいえ、たとえ人一倍の情熱をもってあるテーマに取り組んだとしても、インターネッ
トや一般向けの出版物ばかりに頼っていては、学問的な成果は生まれません。情報源の良否
は研究の質に直接関わってきます。適切な取捨選択を心がけてください。
　一方、収集データの分析にあたって専門の研究者の助言を仰ぐ必要が出てくるかも知れま
せん。これは正確な情報を得るためには望ましいことといえます。ただし、分析の過程や意
義について応募者が十分に理解しないまま、専門家の分析結果を貼り付けただけだとすれば
問題です。あるいはそのような誤解を招かないためにも、応募者自身の言葉で平易かつ丁寧
な説明を加える必要があるでしょう。
　このほかに注意を要することとして、今回の応募作品にも、研究内容は優れていながら、
文字数などの応募規定に適合しないものが複数ありました。応募の際には、いまいちど審査
要件を熟読吟味し、規定違反がないことを確認したうえで提出していただきたいと思いま
す。
　最後に、本フォーラムでは、今年度から奈良県に関係する研究成果のうち、とくに優秀な
作品を対象に「奈良賞」という賞を設けることになりました。今回は残念ながら該当作品が
ありませんでしたが、来年以降応募される場合はぜひともご留意いただきたいと思います。
これぞという研究が現れるのを期待しています。

第11回全国高校生歴史フォーラム審査委員会
（文責　山崎　岳）



－ v －

審査結果

優　秀　賞
（高校コード表順に掲載）

福島県立新地高等学校

研究グループ名：おもひ（い）の木プロジェクト　地理歴史班

研 究 者 名：高橋みき・濱野涼太・中野亮悟・太田萌子・星千夏・小賀坂美咲

研究タイトル：東日本大震災　津波被災地
　福島県新地町の大津波伝承について

京都府立須知高等学校

研究グループ名：ウィード研究班

研 究 者 名：鈴木隆之介・藤村美月・水口皓太・東麻衣

研究タイトル：日本近代農業教育の先駆け
　～ウィードと京都府農牧学校の奮闘～

京都府立宮津高等学校

研究グループ名：フィールド探究部

研 究 者 名：櫻井二菜・藤原裕希

研究タイトル：与謝郡与謝野町石川の歴史地理的特質
　―巡検と石刻文字から読み解く―

長崎県立壱岐高等学校

研 究 者 名：三尾駿

研究タイトル：大村家墓所の研究
　～大村家16代当主純伊及び19代当主喜前の没年と

石塔造立年の不一致について～

長崎県立壱岐高等学校

研究グループ名：東アジア歴史・中国語コース歴史学専攻（13回生）

研 究 者 名：江口幸希・木榑栓・滝川和遥・森進

研究タイトル：長崎県壱岐市馬立（もうたる）海岸遺跡の研究
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審査結果

佳　　　作
（高校コード表順に掲載）

埼玉県・昌平高等学校

研 究 者 名：社会歴史研究部　村島杏佳

研究タイトル：慰霊のかたち
　―慰霊行事を通して戦争を考える―

埼玉県・開智高等学校（中高一貫部）

研究グループ名：歴史研究同好会

研 究 者 名：新井本光輝・林明日翔・川村裕大・米澤翼・黒田航生

研究タイトル：地域史料の保存・活用とファミリーヒストリー
　本校寄託史料「山田家文書」をてがかりとして

神奈川県立秦野曽屋高等学校

研究グループ名：日本史研究部

研 究 者 名：三川真慧・宗像澪

研究タイトル：霧社事件と原勝治

京都府立鴨沂高等学校

研究グループ名：京都文化コース研究会

研 究 者 名：澤田有梨・後藤あゆみ

研究タイトル：京都からフランスの空へ
　～忘れられた飛行家小林祝之助～

鳥取県立八頭高等学校

研究グループ名：因幡の傘踊り研究会

研 究 者 名：
谷田七海・入江友梨・北川梨央・小林愛花・藤原菜月・寺谷桜花・
波多野愛美・保木本怜奈・前田桃寧・山根千佳

研究タイトル：因幡の傘踊りの普及について





優秀賞優秀賞

高橋みき・濱野涼太・中野亮悟・太田萌子・星千夏・小賀坂美咲



㹁͐「八千山」の⾲記は無かった。の地ᅗでも᥈したが無かったため、新地町ᙺ場で⪺

きྲྀりㄪᰝをしたところ、「八千山」շは「స田」のୣ㝠の東➃だとุ明した㸴。

(ᵑ)東日本大震災（2011年）ỆấẬỦᘮ災ཞඞとИᛦ௹ໜỂỉᎋݑ（津波ᾐỈ域は㸵参照）

㸿地蔵森山͐山㡬に津波は到達していない。東日本大震災（以下、震災）の津波到達地Ⅼ

の᭱高ᶆ高は、ᒾ手┴ᐑ古ᕷ田⪁地区の 37�9㹫である。その約 10 ಸの高さで

あり、㐣ཤの津波の到達も⪃え࡙らい。信៰性にḞける伝承と思われる。

㹀小㪒 ͐津波は、「小㪒」の約 1 手前まで到達している。海ἢいの町や建≀、ᅜ道 6
ྕ⥺などの㞀ᐖ≀が無ければ、㐣ཤに津波が到達した可能性がある。

㹁స田 ͐津波は、ୣ㝠࿘㎶のప地をおそった。東➃の「八千山」から 500㹫ど南の

-5 新地㥐ո㸶も津波におそわれている。「స田」自体も、海にᾋかࡪ小ᓥの

ようなᙧになった。また、「八千山」の㡬上㒊分も、津波をᅇ避できた。伝承

どおり、㐣ཤにも「八千山」に逃れ、命をᩆわれた人々がいたと⪃えられる。

ᾂ．ွբໜỉᎋݑ 

(1)Ẑ地ᔺౕޛẑޛ᪬ộỂ、本࢘ỆඬỊஹたỉẦᾎ 

ᶆ高 348㹫である。どう⪃えても無理だ。ㄪると『町史』にูの記載 9 があった。

�1�地蔵森の地蔵さま （前␎）昔ᚚ⯚地蔵と⛠していた⚟田Ꮠ⯚㍯ἑの石地蔵を、大津

波がᢲしᐤせたときᮧ人が⯚で山㡬に移し♭（まつ）るようになったともいう。

この文章によれば、お地蔵さまを山㡬へ㐠んだのはᮧ人であり、津波が㐠んだわけでは

ないことがわかる。町の㑇跡担当者であるబ⸨♸ኴさんが、以下のような話をしてくれた。

地蔵は、かつて「⩚Ώ（にわたり）神社」չにあり、いつしか⁺ᖌたちが守り神とし

て海ᓊ㏆くに㐠び、♭っていた。しかし、大津波で地蔵が⯚㍯ἑまでὶされ、それをᮧ人

が⯪にせて山㡬まで㐠び、その山を地蔵森山とࡪようになった――ということだった。

お地蔵さまは、津波にὶされて㡬上まで移ືしたわけではない。『町史』の「大津波」の

文章ではㄗ解をᣍく。伝承がṇしく残らないと、ḟの大津波にάかされないと思った。

(2)ẐοҘޛẑỉ地ӸỊ、ʻࢸ、ˡỪỦỉẦᾎ 

「八千山」の地名は、地ᅗに無かった。史料としては『ཱྀ碑⚟田史』があった。しかし、

震災の 4 年前に発行されたこの本の文章 10 では、「昔話にある津波の八千山は、津波無け

れば信⏝にならない。」や、「ୡ人の話には大津波にて八千人よじⓏるとㄒるも大津波など

はなかった。」とあり、「八千山」が大津波に由来する地名であるという伝承が、全に否

定されていた。現在は、町の人たちの中に、「八千山」の名⛠と場所を▱る人々がいる。し

かし今、「八千山」は山としてのᏑ在は消え、道㊰となり、地名は地ᅗから消された 11。
2011 年も津波のᾐỈをまࡠがれた「八千山」の地名は、このままでは消えてしまう。

ᾃ．૨܌史૰ˌٳỉᛦ௹

(1)地؏ỉᅕᅈ

2011 年の震災では、津波の到達ラࣥぎりぎりの場所に、神社が多く建っていたという

話を教えてもらった。そこで、新地町や㏆隣の神社 12 についてㄪることにした。

新地町の南ഃに᥋する┦㤿ᕷ「ཎ釜（はらがま）」պの高台には、㐣ཤの津波の到達Ⅼに

建立されたという「津（つのࡳつ）神社」ջがある。ここまで逃げれば津波にあわない、

との伝承が残る。震災時も、津波がすࡄ下まで到達したが、神社まではᒆかࡎ、逃げてき

た 50 人の人々も助かっている。では、新地町の神社はどうだったのだろう。
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話を教えてもらった。そこで、新地町や㏆隣の神社 12 についてㄪることにした。
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新地町の南ഃに᥋する┦㤿ᕷ「ཎ釜（はらがま）」պの高台には、㐣ཤの津波の到達Ⅼに

建立されたという「津（つのࡳつ）神社」ջがある。ここまで逃げれば津波にあわない、

との伝承が残る。震災時も、津波がすࡄ下まで到達したが、神社まではᒆかࡎ、逃げてき

た 50 人の人々も助かっている。では、新地町の神社はどうだったのだろう。



道が⿕災。ఀ達ᨻ᐀は、津波⿕災地を避けるようにして新しい道をᩚഛした。道は、現在

のᅜ道 6 ྕ⥺नにࡰ一⮴する。2011 年も、ᪧ台⸬㡿のうち津波が到達したのは、ᅜ道

6 ྕ⥺より、ࡰ海ഃの地域だった。慶長奥州地震後、「ᇝ（）」と「木ᓮ」ऩ地区が合ే

し、「ᇝ木ᓮ」पという地名が生まれた。ᇝは、当時も壊滅的な⿕ᐖをཷけたと思われる。

ᩆ῭ᥐ⨨として、ෆ陸のୣ㝠地ᖏをྵࡴ「木ᓮ」地区と合ేしたのかもしれない。時代は

不明だが、こんなှが残っている。「高℩、高倉、ὸ生ཎ、死ࡠとも行くなよᏱ多のᇝ」

――。「高℩」と「ὸ生ཎ」は山元町の地区名、「高倉」は「木ᓮ」地区をさし、Ỉはけが

ᝏく、生άし࡙らい地域だったという。その上で「ᇝ」は、死んでも行くな、とှわれ

ている。2011 年も、4 地区すてが津波におそわれた。「ᇝ」は、地区全域が壊滅してい

る。このှは、津波の㝿の㆙࿌ともとれるのではないのだろうか。

また、1779 年ᡂ立の『ᑒෆ㢼ᅵ記』に、大戸の「⇃㔝神社」と今泉の「塩釜神社」の

記載がない。これらの神社がὶされたとすると、慶長奥州地震の津波である可能性が高い。

(ᵒ)ᅕᅈとඬỉ᧙̞ 

「塩釜神社」の 3 南に、前㏙した「津（つのࡳつ）神社」がある。この神社は 1528（ா

⚘ 2）年にูの場所に建立され、1697（元⚘ 10）年に移転したという。“津波”にまつわる

神社とのことだが、1697 年は、慶長奥州地震から 80 年以上も後のことである。そのため、

津波の歴史を忘れないために建てられたのかは不明、とのことだった。

だが、年⾲をసる中で、1677（ᘏᐆ 5）年に、┦㤿⸬の南に隣᥋する☬ᇛᖹ⸬や泉⸬で

津波が発生していたことがわかった。2450 人が亡くなったとゝわれ、現在のいわきᕷ泉に

は、1696（元⚘ 9）年に建立された石碑もある。これは「津神社」が現在の地に移転した

前年である。┦㤿⸬の誰かが、隣⸬の津波の話を⪺き、慶長奥州津波の伝承を思い出した

のかもしれない。そして「津神社」を、1697 年に津波到達Ⅼの上に移転した、とも⪃えら

れないだろうか。「津神社」からに 3 行くと、今泉の「塩釜神社」がある。そこから 2�2
に行くと、大戸の「⇃㔝神社」がある。これらの神社も、慶長奥州地震の津波でὶ

され、誰かが津波到達Ⅼの上に建したのかもしれない。そして 2011 年 3 月 11 日、この

2 つの神社は、避難してきた人々の命を、大津波から守りとおした。

(ᵓ)ଢɤᨕ地震（18ᵗᵔ 年） 

1896（明 29）年 6 月 15 日、ᒾ手┴を中心とした海道࣭東地方で地震と津波が発

生。᭱大震度 3 というẚ㍑的小さな揺れにもかかわらࡎ、津波の᭱大ᡴち上げ高は 38�2㹫
に達し、死者 21,959 名という⏒大な犠牲を出した。新地町での死者はいない。

(ᵔ)ଯԧɤᨕ地震（1ᵗᵑᵑ 年）

1933（ 8）年 3 月 3 日、午前 2 時 32 分ࡈろ、三陸Ἀで発生した地震により、ኴᖹὒ

ᓊ全⯡に津波が㉳きた。ᒾ手┴⥤㔛‴では津波の高さが 24㹫に達し、三陸ἢᓊ一ᖏで死者

3,064 人を出した。この地域にも 1㹼2㹫の津波がく来した。新地町での死者はいない。

(ᵕ)ἓἼ地震（1ᵗᵔ0 年）

1960 年 5 月 23 日、南⡿ἢᓊのチリで地震発生。17,000 㞳れた場所で生じた津波は、

⩣日 24 日の午前 5 時ࡈろ、日本のኴᖹὒᓊ一ᖏに到達した。ᅜෆで地震はほ されなかっ

たが、᭱大 6�1㹫の津波がྛ地をおそい、死者࣭行方不明者は 142 名にのࡰった。新地町に

隣᥋する┦㤿ᕷᯇᕝᾆでは、3�6㹫の津波がく来している。⚟ᓥ┴では、4 名が死亡した。

「津波が来るときは必ࡎ₻が引く。それから避難しても㐜くはない」という間㐪ったゝい
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1960 年 5 月 23 日、南⡿ἢᓊのチリで地震発生。17,000 㞳れた場所で生じた津波は、

⩣日 24 日の午前 5 時ࡈろ、日本のኴᖹὒᓊ一ᖏに到達した。ᅜෆで地震はほ されなかっ

たが、᭱大 6�1㹫の津波がྛ地をおそい、死者࣭行方不明者は 142 名にのࡰった。新地町に
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伝えがある。新地町でも、当時、この認識は広まっていたようである。『町史』に、当時の

住民が引き波を見に行ったという話が残っていた（資料 18 参照）。そこで、引き波の時に

だけ見える「鬼石」や海に沈んだという「塩釜神社」の記載があった。この文章からは、

津波への危機感や高台へ逃げることへの切迫感が感じられなかった。見方によっては、奇

跡的に「鬼石」や「塩釜神社」の跡を見たという、“武勇伝”とも読めてしまう。

また、驚いたことに、江戸時代に消えていた「塩釜神社」の話があった。今泉地区の海

の下に、神社と以前の集落があったのである。それらが伝承として残っていたのだ。おそ

らく、鎌倉時代から 1611 年の間に建立され、集落もあったのだろう。それらが海に沈んで

いる。慶長奥州津波により沈んだのだろうか。チリ地震での新地町での死者はいない。

(8)東北地方太平洋沖地震（東日本大震災、2011 年）

2011 年 3 月 11 日午後 2 時 46 分に地震発生。新地町への大津波到達は 15 時 40 分。地元

の方によれば、チリ地震の時のように引き波を見に行き、亡くなられた方がいたかもしれ

ないとのことだった。町域の 5 分の 1 が壊滅、116 名が亡くなられた。2017 年 3 月現在、

この地震による日本全体での死者 19,533 名、行方不明者 2,585 名、避難者約 90,000 名。

５．結論——歴史が教えてくれたこと 

震災前、「この町に大津波は来ない」と信じた人たちがいた。その理由が、少しだけ理解

できた。新地町に大津波が到達したのは、400 年前と、約 1000 年前だ。三陸地域のように、

50 年に一度は犠牲者が出る地域とは異なる。あまりに昔のことだったため、伝承も薄れ、

大津波の歴史そのものが否定されかけていた。さらに、引き波の時に見える、海に沈んだ

「鬼石」や「塩釜神社」が見たいという好奇心から、海に向かった人がいたのだ。そんな

中、私たちは、津波の残酷さを目の当たりにした。これから数十年は、経験者たちが、震

災を伝えてくれるだろう。でも、その後は？ 誰かが津波の歴史を否定し、大津波など無

かった、大津波など来ない、という伝承が生まれてしまう可能性だってあるのだ。

私たちは震災の時、小学生だった。教室で震度 6 の揺れが続き、机の下で泣いていた。

担任の男の先生が、私たちを安心させるようにと、「森のくまさん」を歌い続けていてくれ

たことを覚えている。新地町には、あまりに辛すぎて、当時のことを話すことができない

人もいる。そんな人に、「歴史を伝えるために、話してください」と強要するのは、あまり

に酷な話だ。だからこそ、私たちのように、歴史を伝えられる人間が必要なのだ。あの日

から私たちは、数多くの人たちに助けられた。今度は、私たちが、誰かを助ける番だ。

新地高校は、新地貝塚史跡の上に建っている。隣には、新地貝塚附手長明神社跡がある。

この貝塚自体、古代の津波の後の高台移転で、この地に移ってきた可能性があるという。
い

今年、高校の中庭に「おもひの木」19 が植えられた。津波で犠牲になった先輩たち 9 名の

ことを忘れないようにと植えられた、沙羅（しゃら）の木 20 だ。私たちは時々、この木の

前に立ち、手を合わせる。その場所から、鹿狼山も見える。古代の人たちも、この山を振

り仰いだだろう。そしてそこにも、地震や津波で、辛い思いをした人がいたかもしれない。

「歴史学は生きている。我々の命をも守りうる、現代に必要な学問である」と、歴史学

者の磯田道史さんが書いていらした。私たちに、今、何ができるだろう。今後、大津波が

想定される南海トラフ地域で、自分たちの経験を話せないだろうか。新地町に、地蔵森の

お地蔵さんや八千山など、古来からの津波の歴史を伝える石碑をつくれないだろうか――。

今、何かができるのは、2011 年の東日本大震災を生きのびた、私たちだけなのだから。
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たことを覚えている。新地町には、あまりに辛すぎて、当時のことを話すことができない

人もいる。そんな人に、「歴史を伝えるために、話してください」と強要するのは、あまり

に酷な話だ。だからこそ、私たちのように、歴史を伝えられる人間が必要なのだ。あの日

から私たちは、数多くの人たちに助けられた。今度は、私たちが、誰かを助ける番だ。

新地高校は、新地貝塚史跡の上に建っている。隣には、新地貝塚附手長明神社跡がある。

この貝塚自体、古代の津波の後の高台移転で、この地に移ってきた可能性があるという。

今年、高校の中庭に「おもひの木」19 が植えられた。津波で犠牲になった先輩たち 9 名の

ことを忘れないようにと植えられた、沙羅（しゃら）の木 20 だ。私たちは時々、この木の

前に立ち、手を合わせる。その場所から、鹿狼山も見える。古代の人たちも、この山を振

り仰いだだろう。そしてそこにも、地震や津波で、辛い思いをした人がいたかもしれない。

「歴史学は生きている。我々の命をも守りうる、現代に必要な学問である」と、歴史学

者の磯田道史さんが書いていらした。私たちに、今、何ができるだろう。今後、大津波が

想定される南海トラフ地域で、自分たちの経験を話せないだろうか。新地町に、地蔵森の

お地蔵さんや八千山など、古来からの津波の歴史を伝える石碑をつくれないだろうか――。

今、何かができるのは、2011 年の東日本大震災を生きのびた、私たちだけなのだから。
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優秀賞 

研究タイトル︓ 

⽇本近代農業教育の先駆け 
〜ウィードと京都府農牧学校の奮闘〜 

研究者名︓ 

京都府⽴須知⾼等学校 
ウィード研究班

鈴⽊隆之介・藤村美⽉・⽔⼝皓太・東⿇⾐

優秀賞優秀賞
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優秀賞優秀賞

優秀賞

研究タイトル︓ 

⼤村家墓所の研究 
〜⼤村家 16 代当主純伊及び 19 代当主喜前の没年と 

⽯塔造⽴年の不⼀致について〜 

研究者名︓ 

⻑崎県⽴壱岐⾼等学校 
三尾 駿 
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第11回全国高校生歴史フォーラム　研究タイトル一覧
（レポート受付順に掲載）

研 究 タ イ ト ル 高等学校名
日本近代農業教育の先駆け　～ウィードと京都府農牧学校の奮闘～ 京 都 府 立 須 知 高 等 学 校

学徒出陣と江橋慎四郎先生 神 奈 川 県 立 湘 南 高 等 学 校

与謝郡与謝野町石川の歴史地理的特質　―巡検と石刻文字から読み解く― 京 都 府 立 宮 津 高 等 学 校

京都からフランスの空へ　～忘れられた飛行家小林祝之助～ 京 都 府 立 鴨 沂 高 等 学 校

田中城に見る九州の中世城郭 熊 本 県・ 九 州 学 院 高 等 学 校

源　頼朝 静 岡 県 立 韮 山 高 等 学 校

徳川家康長寿の秘密 〃

山中城跡 〃

日本の火起こし 〃

井伊　直虎 〃

西周 〃

源頼朝が鎌倉幕府を開けた理由 〃

伊東を中心とした石丁場 〃

みくりやの救世主　伊奈半左衛門 〃

第二次世界大戦の悲惨さ 〃

狩野川台風 〃

丹那トンネルの歴史 〃

三嶋大社の歴史 〃

韮山の歴史 〃

龍城 〃

韮山の歴史「江川邸」 〃

熱海について 〃

静岡を知る 〃

富士山の噴火について 〃

百人一首に込めた思い 〃

韮山柔道の歴史　～講道館韮山分場成立したわけ～ 〃

アインシュタイン 〃

小林多喜二についての研究 〃

反射炉の調査 〃

伊東祐親 〃

韮山城の歴史について 〃

名古屋城から徳川家康を知る 〃

韮山という地域 〃

北海道十勝　帯広開拓の歴史 〃

静岡県の歴史　中世 〃

蜂須賀家墓所の特徴を探る 徳 島 県・ 徳 島 文 理 高 等 学 校

上牧久渡古墳に関する考察 奈 良 県 立 高 田 高 等 学 校

周桑手漉き和紙の研究と地域の活性化 愛 媛 県 立 丹 原 高 等 学 校

高山右近と高槻城について 兵 庫 県・ 仁 川 学 院 高 等 学 校

大村家墓所の研究　～大村家16代当主純伊及び19代当主喜前の没年と石塔造立年の不一致について～ 長 崎 県 立 壱 岐 高 等 学 校

七湯の歴史 静 岡 県 立 韮 山 高 等 学 校

たたら製鉄 兵庫県・雲雀丘学園高等学校

一乗谷朝倉氏遺跡に見る中世の人々の暮らし 〃

蒸気機関車の日本社会における歴史的役割についての研究 〃

土御門上皇の足跡を辿って 〃
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研 究 タ イ ト ル 高等学校名
服部天神宮の歴史 兵庫県・雲雀丘学園高等学校

池田氏と荒木村重 〃

大阪倶楽部　～北浜のビル街に佇む100歳超の建築～ 〃

人気の城の歴史 〃

呉造船所で造られた兵器から考える第二次世界大戦 〃

神様に心惹かれる日本人 〃

藤ノ木古墳を守った寺院 奈良県立法隆寺国際高等学校

蒲生君平　～宇都宮の隠れた偉人～ 栃木県・宇都宮文星女子高等学校

遠江国の気賀　～大河ドラマ「女城主　直虎」から探る～ 静岡県・聖隷クリストファー高等学校

井伊谷地区におけるアフター直虎の在り方について　～浜松湖北高校と浜松市地域遺産センターとの連携を通して～ 静 岡 県 立 浜 松 湖 北 高 等 学 校

瀬戸焼からたどる高祖父・黒田政憲の足跡 愛知県・国立大学法人愛知教育大学附属高等学校

教会の分布と鉄道網拡大の関連性 東京都・女子聖学院高等学校

霧社事件と原勝治 神奈川県立秦野曽屋高等学校

新選組を生んだ土地・日野　～幕末の英雄たちを支えた天然理心流～ 東京都・八王子実践高等学校

桜の下に埋まるモノ　～おとめと桜とお城山～ 神奈川県・川崎市立川崎高等学校

筒井順慶と「洞ヶ峠」 奈 良 県 立 郡 山 高 等 学 校

徳川家康と伝統工芸の関係 静 岡 県・ 静 岡 雙 葉 高 等 学 校

港区が「港区」ではなかった時代　～芝・赤坂・麻布3区の特徴とその結合について～ 東京都・普連土学園高等学校

芥川と横須賀 神奈川県・横須賀学院高等学校

日本点字の父、石川倉次が残した理化学に関する日記　～明治に探る、AI 時代を生き抜く手掛かり～ 千 葉 県・ 市 原 中 央 高 等 学 校

小野小町伝説　～なぜ岡山に小野小町の墓があるのか～ 岡 山 県 立 倉 敷 鷲 羽 高 等 学 校

池田光政候の倹約令と庶民の食生活　～「ばらずし」の起源と発展を探る～ 〃

御坊市内における社寺の変遷　～地域社会への影響を考える～ 和 歌 山 県 立 日 高 高 等 学 校

八咫烏の正体 〃

釜石市の艦砲射撃について 岩 手 県 立 釜 石 高 等 学 校

橋野鉄鉱山について 〃

伝統芸能について 〃

遠野南部ばやしについて 〃

さんさ踊りと三ツ石神社の関係 〃

伊能嘉矩について 〃

これだから歴史はおもしろい　～桶狭間の戦い～ 愛知県・国立大学法人愛知教育大学附属高等学校

石和武田氏の没落と甲斐武田氏の成立についての一考察 神奈川県立厚木清南高等学校

松阪が生んだ偉人の「神の道」についての思想とは 三 重 県・ 英 心 高 等 学 校

姫路城の外堀と外堀川について 兵 庫 県 立 姫 路 工 業 高 等 学 校

大阪から橋が消えた理由 大阪府・大阪明星学園明星高等学校

北方領土を歴史的考察 山 口 県 立 大 津 緑 洋 高 等 学 校

慰霊のかたち　―慰霊行事を通して戦争を考える― 埼 玉 県・ 昌 平 高 等 学 校

因幡の傘踊りの普及について 鳥 取 県 立 八 頭 高 等 学 校

東日本大震災　津波被災地　福島県新地町の大津波伝承について 福 島 県 立 新 地 高 等 学 校

地域史料の保存・活用とファミリーヒストリー　本校寄託史料「山田家文書」をてがかりとして 埼玉県・開智高等学校（中高一貫部）

佐賀県鳥栖市の田代売薬について 福岡県・福岡大学附属大濠高等学校

中国人強制連行と慰霊　～静岡県西伊豆町仁科鉱山を事例に～ 静岡県・三島学園知徳高等学校

アイヌ民族の過去と現在を辿る　～今井ノリ子氏の活動を元に～ 〃

南信州　中央構造線と武田信玄 岐 阜 県・ 鴬 谷 高 等 学 校

日本人はなぜアジアへの戦争へと向かったか　～蓑田胸喜から見た思想対立と戦争～ 熊 本 県 立 八 代 高 等 学 校

広田弘毅について 福 岡 県 立 城 南 高 等 学 校

愛宕神社の歴史 〃

地域の遺跡から学ぶ、教科書に載っていない歴史 〃
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研 究 タ イ ト ル 高等学校名
語り継がれる福岡の歴史 福 岡 県 立 城 南 高 等 学 校

福岡の交易の歴史 〃

元寇　～日本の勝因とは～ 〃

日本のトイレ 〃

伊都国歴史博物館　～糸島の歴史～ 〃

太宰府天満宮から知る菅原道真と大宰府の歴史 〃

近世楠公墓の展開とその様相 東京都・Ｎ高等学校（代々木キャンパス）

浜田地震の被害について 島 根 県 立 浜 田 高 等 学 校

長崎県壱岐市馬立（もうたる）海岸遺跡の研究 長 崎 県 立 壱 岐 高 等 学 校

立花宗茂はなぜ「西国無双」と呼ばれたか　～立花宗茂の戦い・家臣団・居城からその強さに迫る～ 福 岡 県 立 山 門 高 等 学 校

神仏習合の実態　～宇佐八幡とその周辺の神社仏閣～ 東 京 都・ 麻 布 高 等 学 校

黒田如水と関ヶ原　～人生最後の戦いに如水は何を考え、戦ったのか～ 福 岡 県 立 修 猷 館 高 等 学 校

武蔵国府は在地武士層にとって魅力的でなかったのか　―多摩地域の地理的特徴に注目して― 神奈川県・聖光学院高等学校

四神相応の観点から導き出す備後国府政庁の位置 広 島 県 立 府 中 高 等 学 校

土崎空襲について 秋 田 県 立 秋 田 高 等 学 校

二本松少年隊の実像 宮 城 県・ 尚 絅 学 院 高 等 学 校

後鳥羽上皇伝説の軌跡を追って　～三次から庄原の伝説を中心に～ 広 島 県 立 日 彰 館 高 等 学 校

墓石から過去の信仰形態を探る　～群馬県立桐生高校地歴部における、近世墓地フィールドワーク～ 群 馬 県 立 桐 生 高 等 学 校

『地誌編輯材料取調書』に読み解く岩出村の富士山信仰 栃 木 県 立 学 悠 館 高 等 学 校

水戸の下市　～旧町名から考える～ 茨 城 県・ 常 盤 大 学 高 等 学 校

徳川光圀の政策について 〃

忘れられた阿部家　～水野勝成の名声の陰に～ 広島県・福山市立福山高等学校

薬師寺再建からわかること 〃

※個人情報に配慮して、研究タイトルと高等学校名のみを記載しています。



〈 審 査 委 員 〉

清水　哲郎（奈良大学　学長・審査委員長） 
〈農学博士〉

研究テーマ・領域：専門分野は消費経済学、食料経済学、行動計量
学。主に、食品にかかわる分野の消費現象や消費者行動、またマーケティ
ング戦略を行動計量学的視点から研究している。さらに、世界の食料情勢
や食料需給問題についても計量経済モデルによって分析を行っている。

関根　俊一（奈良大学　副学長・日本美術史、日本工芸史）

研究テーマ・領域：仏教のさまざまな法会・儀式において、仏
像がどのような意味や規則を背景として造られ、工芸品がどの
ように用いられていたのか、また時代の変遷によってどのよう
に姿や形を変えるのかについて考えている。

小林　青樹（奈良大学　教授・考古学・実行委員長）
〈博士（文学）〉

研究テーマ・領域：縄文時代や弥生時代など、先史時代の人々
の生活や技術の復元を研究している。また稲作や金属器の起源
を追求するため、東アジアの考古学も研究している。

池田　安隆（奈良大学　教授・自然地理学）
〈理学博士〉

研究テーマ・領域：地殻変動による地形形成過程に関する研究
や、日本列島などの沈みこみ型造山帯における地殻歪みの蓄積
程と超巨大地震に関する研究を行っている。また、自然災害に
人類がどのようにかかわってきたかを考えている。

新宮　一成（奈良大学　教授・精神医学、精神病理学、精神分析学）
〈医学博士〉

研究テーマ・領域：生命体としての人間が言語的に自らを形成
し、社会活動を営むにいたる過程に孕まれる、無意識の構造の
発生機序を解明し、この構造が精神の病理や創造行為を生みだ
すありさまを、精神分析的臨床実践を通じて探究する。

土平　　博（奈良大学　教授・歴史地理学） 

研究テーマ・領域：近世大名の領地、陣屋とその町の形態を明
らかにすることが研究テーマである。また、都市とその周辺農
村の関係やその変化についても関心を持つ。そのほか近世絵
図・近代地図にも興味を持っている。

中原洪二郎（奈良大学　教授・国際社会学、社会意識論）

研究テーマ・領域：社会学や社会心理学の理論と方法を用いて
世界の民族と文化を巡る社会現象を研究すると同時に、マイノ
リティ研究の知見を活用する形で地域活性化・地域振興など、
地域に密着した調査研究も実施している。

木田　隆文（奈良大学　准教授・日本近現代文学）
〈博士（文学）〉

研究テーマ・領域：小説家武田泰淳を中心とする、昭和期の文
学と文化を研究している。特に最近は、戦時下の上海、及びそ
の周辺都市で展開した日本語文学の実態解明に取り組んでい
る。また、戦中戦後の言論統制にも関心を寄せている。

森川　正則（奈良大学　准教授・日本近現代史）
〈博士（法学）〉

研究テーマ・領域：20世紀日本の政治外交史・政治経済史を中
心に学んでいる。最近は主に戦間期（大正期・昭和戦前期）に
おける日本の「経済外交」の諸相と展開について調べており、
今後は戦後も視野に入れていきたいと考えている。

山崎　　岳（奈良大学　准教授・中国明代史、東アジア海域史）
〈博士（文学）〉

研究テーマ・領域：16世紀中国沿海部の地方社会・政治権力・
軍制機構・国際関係を主な研究対象とし、東アジア諸国の歴史
的展開をこれと有機的にかかわるものとして再構築することを
目指している。

山本　尚子（奈良大学　准教授・英語学、言語学）
〈博士（文学）〉

研究テーマ・領域：特に語用論を研究領域とする。関連性理論
という枠組みを用いて、トートロジー発話の解釈プロセスの解
明を中心に、人と人が行うことばを用いたコミュニケーション
がどのように成り立っているかを研究している。

松本　　大（奈良大学　講師・日本中古文学）
〈博士（文学）〉

研究テーマ・領域：平安文学作品の注釈書や享受・受容史につ
いて研究している。特に『源氏物語』の注釈書を対象の中心と
し、南北朝から室町期にかけての注釈の実態・過程・意識など
を探っている。

門司　雅之（奈良県教育委員会事務局　学校教育課　指導主事）

略歴：奈良県立高等学校の地理歴史科の教諭として20年間勤務
の後、奈良県観光局にて記紀万葉プロジェクト推進係主査を経
て現職。
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